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1 はじめに

この文書で使用されるマークについて
このマニュアルでは、3 種類のマークを使用して役立つ情報を示します。

「重要」マークは、データやシステムのセキュリティに関する重要な情報を表します。

「ノート」マークは、追加情報を表します。たとえば、ある操作を実行するための別の方法を示しま
す。

「ヒント」マークは、より効率的な方法でプログラムを実行するための説明を表します。
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2 概念

Sun Java™ Desktop System Configuration Manager は、ユーザーが実行しているアプリケーショ
ンまたはそのホストマシンに基づいてデスクトップアプリケーションの構成設定を中央で管理す
ることのできるツールです。Java Desktop System Configuration Manager によって管理者は、組織
の階層構造のさまざまな要素について、構成設定を表示したり割り当てたりできます。特定のアプ
リケーションに対応する 1 組の構成設定値を設定ポリシーといい、これらのポリシーをポリシー
グループとしてまとめて、企業組織のさまざまな部分 (下部組織またはユーザー) やデスクトップ
コンピュータ (ホスト) の階層構造の各部分に割り当てることができます。

設定ポリシーが適用されるのは、Configuration Manager の管理対象であるデスクトップセッショ
ンまたはアプリケーションをユーザーが開始したときです。アプリケーションを実行するユーザ
またはホストに関連するすべてのポリシーグループが検索され、その設定値がアプリケーション
のローカルデフォルトおよびユーザーのカスタム設定値と統合されます。ポリシーを使用するこ
とによって、中央で管理している一連のデフォルトをアプリケーションに与えたり、必須の設定値
を強制的に設定したりできます。

データ構造
Configuration Manager では、「ツリー」とも呼ばれる 3 つの異なる階層構造を扱います。Configu-
ration Manager のユーザーインターフェースを理解するには、次の 3 つのツリーを区別すること
が重要になります。

最初の 2 つのツリーは、組織およびドメインのツリーです。組織のツリーは、下部組織などの組織
単位とユーザー間の関係を表します (ツリーの最上位レベルは組織そのものであり、下位レベルは
たとえば、部門、下部部門などであり、最下位レベルは部門のメンバーです)。ドメインのツリーは、
ドメイン、ホストといったネットワーク要素間の関係を表します (ツリーの最上位レベルはネット
ワーク全体であり、下位レベルは各種サブネットなどであり、最下位レベルはサブネット内の実際
のマシンです)。

Configuration Manager では、LDAP サーバーの内容を解釈することによってこれらのツリーを取
得します。LDAP サーバーは、企業の組織構造に関する代表的なリポジトリです。LDAP の組織ツ
リーの各位置をエンティティといいます。LDAP サーバーのエントリは、Configuration Manager
が認識する組織エンティティに対応づけられます。具体的には「組織」、「役割」、「ユーザー」、「ド メ
イン」、および「ホスト」です。このプロセスの詳細は、 『Sun Java™ Desktop System Configuration
Manager インストールガイド』を参照してください。

3 つめのツリーは構成ポリシーツリーです。表示や編集の便宜を考慮して構成設定値を編成するた
めに使用します。階層の最上位レベルは通常、アプリケーションです。下位レベルはアプリケー
ションのさまざまなコンポーネントまたはモジュール (および下位コンポーネント、下位モジュー
ル) に対応し、最下位レベルは実際の構成設定です。同様の表現方法は、StarSuiteTM または Mozil-
laTM の設定値など、多数の設定値を扱うさまざまな設定システムに見られます。たとえば、ホーム
ページの設定は、Mozilla「設定」ダイアログの Navigator/ホームページの下になります。
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設定ポリシーは、組織またはドメイン構造の任意の要素に割り当てることができます。その結果、
「ツリーからなるツリー」が 2 つできます。1 つはポリシーツリーを含む組織ツリー、もう 1 つはポ
リシーツリーを含むドメインツリーです。この構造を図 1 の「ツリー」に示します。

Configuration Manager インターフェースの汎用構造を使用することによって、管理者は組織また
はドメインツリーの要素を選択し、ポリシーグループを選択した要素に割り当て、さらにポリシー
を編集できます。

組織ツリーとドメインツリーを使用した作業の考え方は同じです。この 2 つの大きな違いは、組織
ツリーがユーザーで構成され、ドメインツリーがホストで構成されることです。ユーザーとホスト
を 2 つの別のツリーで管理することにより、Configuration Manager でユーザーベースの管理とホ
ストベースの管理を提供することができます。2 つのツリーは似ているため、このマニュアルでは
組織ツリーを中心に説明し、組織ツリーとドメインツリーとの間に違いが存在する場合にのみド
メインツリーに言及します。
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構成設定の作成

特定のエンティティの構成設定は、そのエンティティに適用可能なすべての構成ポリシーを結合するこ
とによって得られます。この中には、エンティティそのものの設定ポリシーとともに、親エンティティの
設定ポリシーも含まれます。たとえば、あるユーザー用の設定値では、そのユーザーに割り当てられたポ
リシーとともに、そのユーザーが所属している組織に割り当てられたポリシーが考慮されます。結合は継
承によって行われます。つまり、ユーザーは組織構造の上位レイヤーで指定された設定値を継承します。
継承した設定値は、ユーザーに割り当てられたポリシーによって、ユーザーレベルで変更できます。この
プロセスを図 2「結合」に示します。「marketing」組織がメンバーであるユーザー「jclarke」によってどのよ
うに継承されるか、ユーザー「jclarke」のポリシーによって継承された設定値の一部がどのように変更さ
れるかがわかります。

ポリシーの一部の要素を保護すると、継承された設定値が継承の下位レベルによって上書きされないよ
うにできます。この処置により、管理者は後続ポリシーで、またはデスクトップ上で稼働している管理対
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象アプリケーションでは変更できない、必須の設定値を定義できます。このプロセスを図 3「保護」
に示します。「marketing」に対応する設定が保護されているので、結合してもユーザー「jclarke」の
ポリシーで指定された値は無視され、デスクトップアプリケーションで使用できる読み取り専用
の値が表示されます。

ポリシーから得た設定値は、次のルールに従って、クライアントアプリケーションのローカル構成
と統合されます。

 保護されていないポリシー設定値は、ローカルなユーザー設定がない場合にデフォルトとして
使用されます。

 保護されているポリシー設定値は、ローカルな必須設定がない場合に適用されます。

ポリシーグループ
管理者は次の 2 通りの方法で、特定のエンティティに設定ポリシーを設定できます。

 エンティティにポリシーグループを割り当てる

 エンティティの現在のポリシーを変更する

ポリシーグループは、固有の名前で識別されるポリシーのコンテナであり、Configuration
Manager でリンクを作成することによって、組織ツリーまたはドメインツリーの任意のエンティ
ティに割り当てることができます。こうすると、ポリシーを再利用しやすくなります。ポリシーグ
ループはインポート/エクスポート可能なので、メンテナンスが容易です。

管理者はたとえば、「新入」社員または「ドメインコントローラ」ホストに適した設定値からなる ポ
リシーを作成して 2 つのポリシーグループに格納し、この記述に対応する組織ツリーまたはドメ
インツリーのすべての要素にそれらのポリシーグループを割り当てるということができます。
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3 使用法

ログイン
Configuration Managerには、NetscapeTM 4.7、Internet Explorer 5.0、または Mozilla 1.0 以上が必
要です。

Configuration Manager を使用するには、まず SunTM Web Console にログインします。Sun Web
Console は管理アプリケーションの標準ログインページです。すべての管理アプリケーションの
ユーザーインターフェースは統一されています。

1. Sun Web Console にアクセスするには、ブラウザに次の URL を入力します。
https://<hostname>.<domainname>:6789。この場合、<hostname>.<domainname> はセッ
トアップ手順で指定したサーバー名です。
例 : https://myserver.mycompany.com:6789

2. Sun Web Console のログインページで LDAP のユーザー名とパスワードを入力し、「ログイン」
ボタンをクリックします。

認証が正しく行われると、Sun Web Console にセッションのオープニングページが表示されま
す。ログインエラーがあった場合は、ログインページに戻り、エラーの原因が表示されます。

ユーザー名とパスワード用のテキストフィールドの上に、ログインしたサーバーが表示されま
す。

3. Configuration Manager を起動するには、 「Sun Java™ Desktop System Configuration
Manager, Release 1」のリンクをクリックします。Configuration Manager セッションが開始さ
れます。

4. 新しいウィンドウで Configuration Manager を起動する場合は、「各アプリケーションを新しい
ウィンドウで開く」のボックスを選択します。

ログイン後、Web Console の起動ページを経由しないで、Configuration Manager アプリケーショ
ンに直接アクセスする場合は、Web Console のサーバーソフトウェアがインストールされている
ホストの URL を入力します。次の形式でホスト名、ドメイン、ポート、さらに Configuration
Manager のファイル名を指定します。

https://<ホスト名>.<ドメイン名>:6789/apoc
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Sun™ Web Console について

Sun Web Console は、Sun Microsystems 製品用に共通の Web ベースの管理ソリューションを提
供する目的で設計されました。Sun Web Console は管理アプリケーションを 1 箇所から起動でき
る場所です。すべての管理アプリケーションに一貫性のあるユーザーインターフェースが与えら
れます。

Sun Web Console は Web モデルに基づいているので、システム管理者はブラウザを使用して、各
自の管理アプリケーションにアクセスできます。

Sun Web Console が提供する機能は次のとおりです。

 共通の認証と承認 

 共通のログ 

 すべての管理アプリケーションに対して、同じ HTTPS ベースのポートを経由する単一のエン
トリポイント

 共通の外観と使用感
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ユーザーインターフェース
Configuration Manager のほとんどのページは、次の 3 種類の区画で構成されます。

 マストヘッド (一番上)

 ナビゲーション区画 (左) 

 コンテンツ区画 (右)  
さらに、ダイアログまたはオンラインヘルプを呼び出すと、別のブラウザウィンドウが開きます。

マストヘッド

マストヘッドには、一般的なリンクが多数あります。マストヘッドの上部には、5 つのリンクからなるユー
ティリティバーがあります (左から右)。

 「コンソール」リンクをクリックすると、Sun Web Console の起動ページに戻ります。

 「バージョン」リンクをクリックすると、Configuration Manager のバージョン情報を表示したウィン
ドウが開きます。

 「ポリシーパッケージ」リンクをクリックすると、ポリシーパッケージのインストールと削除を行うこ

とができる「ポリシーパッケージ」ページが表示されます (「ポリシー     パッケージ   」を参照)。

 「ログアウト」リンクをクリックすると、Sun Web Console、つまり Configuration Manager からログア
ウトし、「ログイン」ページに戻ります 。

 「ヘルプ」リンクをクリックすると、オンラインヘルプのページが表示されます。

マストヘッドの下部には、次の情報が表示されます。
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 製品名の Sun Java™ Desktop System Configuration Manager

 現在ログインしているユーザーの名前

 サーバー名

 Sun Microsystems のロゴ

ナビゲーション区画

ナビゲーション区画を使用すると、ユーザーとホストの両方のエンティティツリーに対して、管理
者は次の作業ができます。

 エンティティツリーを表示する

 ポリシーリポジトリを表示する 

 ポリシーリポジトリのポリシーグループを管理する

ナビゲーション区画には「ユーザー」と「ホスト」という 2 つの見出しページがあります。以下、それ
ぞれの見出しページについて詳しく説明します。
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「ユーザー」ページ
「ユーザー」ページでは、組織ツリーを表示し、組織ツリーに対応するポリシーグループを管理できます。
さらにサブ見出しとして「組織団体ツリー」と「ポリシーリポジトリ」があります。

組織団体ツリーのナビゲーション

系統パスまたはナビゲーションテーブルを使用して組織ツリーを表示できます。

系統パス

系統パスは「ユーザー」ページの一番上にあります。現在のエンティティまでのパスが表示される領域で
す。系統パス内のパス要素は、対応するエンティティへのリンクになっています。ただし、現在のエンティ
ティを示す最後のパス部分だけは例外で、通常のテキストとして表示されます。

系統パスを使用して移動するには、リンクをクリックします。系統パスのポイント先がクリックしたエン
ティティになり、ナビゲーションテーブルにそのエンティティのサブエンティティが含まれるように、ナ
ビゲーション区画が更新されます。そのエンティティと関連付けられた設定ポリシーデータにより、コン
テンツ区画も更新されます。

ナビゲーションテーブル

ナビゲーション テーブルは系統パスの下に位置し、現在のエンティティのサブエンティティが一覧表示
されます。「名前」列には、現在のエンティティの全サブエンティティの名前が含まれています。「タイプ 」
列には、エンティティのタイプが表示されます。「アクション」列には、各行の「表示」リンクが含まれてい
ます。

エンティティが組織または下位の役割を伴う役割の場合、表示された名前をクリックすると、次の動作が
実行されます。

 選択したサブエンティティが、現在のエンティティになります。

 系統パスのポイント先が新しい現在のエンティティになり、ナビゲーションテーブルにそのエンティ
ティのサブエンティティが含まれるように、ナビゲーション区画が更新されます。

 そのエンティティと関連付けられた設定ポリシーにより、コンテンツ区画が更新されます。

エンティティは「組織団体名」、「ユーザー」、または「役割」のいずれかのタイプにすることができます 。

ナビゲーション区画で現在のエンティティを変更しないで、指定したエンティティの詳細を表示する場
合は、「表示」リンクをクリックします。選択した行の背景色が青に変わり、選択したエンティティに対応
するデータが含まれるようにコンテンツ区画が更新されます。

背景が青の行は、現在コンテンツ区画でデータが表示されているエンティティを表します。

ナビゲーションテーブルの一番上には、「フィルタ」ドロップダウンメニューと「拡張フィルタ」アイコン
があります。テーブルに含まれているエントリが 10 を超える場合 は、「　 全データをページン
グ」アイコンが表示されるので、テーブルエントリ表示を変更できま す。

「フィルタ」ドロップダウンメニューで、ナビゲーションテーブルに表示するエンティティのタイプを選
択できます。選択肢は次のとおりです。

 「全項目」は、ナビゲーションテーブルにある全タイプのエンティティを表示します。

 「組織団体名 (複数)」は、ナビゲーションテーブルにあるタイプ「組織団体名」のエンティティのみを表
示します。

 「ユーザー」は、ナビゲーションテーブルにあるタイプ「ユーザー」のエンティティのみを表示します。

 「役割」は、ナビゲーションテーブルにあるタイプ「役割」のエンティティのみを表示します。
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拡張フィルタ

拡張フィルタ機能によって、ユーザーは表示するエンティティのタイプを定義できます。

1. ナビゲーションテーブルの最上部にある「拡張フィルタ」アイコンをクリック
し、 ダイアログを表示します。

2. 「タイプ」セクションで、フィルタリングの対象にするエンティティのタイプをマークを付けま
す。特定性の強いフィルタが必要な場合は、「名前」テキストフィールドに名前を入力します。
「名前 」テキストフィールドでは、ワイルドカードとしてアスタリスク (*) を使用できます。

3. ダイアログの下部にある「フィルタ」ボタンをクリックして、フィルタを実行します。
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図 6 「拡張フィルタ」ダイアログ



検索
この機能を使用すると、ユーザーは組織ツリーを検索し、特定のエンティティタイプやエンティティ名を
表示することができます。検索できるエンティティタイプは次のとおりです。

 組織

 役割

 ユーザー

エンティティを検索するには以下の手順を行います。

1. ナビゲーション区画で「検索」ボタンをクリックします。

「検索」ウィンドウが表示されます。「検索」ウィンドウにはマストヘッドが含まれ、左側にはパラメ ー
タ領域があり、右側には結果領域があります。パラメータ領域では最上部に系統パスが表示され、現在
のエンティティへのパスがわかります。

バックグラウンドで「検索」ウィンドウを開いた状態で、メインウィンドウのナビゲーション区画の「検
索」ボタンをクリックすると、「検索」ウィンドウが最上位のウィンドウになります。「検索」ウィンドウ
のパラメータ領域の系統パスによって示される、「検索」ウィンドウの現在のエンティティが更新され
ます。その他のすべてのパラメータと結果領域の内容は変更されません。

2. 系統パスの下のリストボックスから、該当するエンティティタイプを選択します。
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図 7 「検索」ウィンドウ



3. カテゴリの結果をさらに絞り込むには、カテゴリタイプごとに利用できる検索フィールドに文
字列を入力します。

フィルタ文字列のデフォルトは、「すべて」を意味す る * (アスタリスク) です。検索フィールドに
入力する文字列の中では、アスタリスクをワイルドカードとして使用できます。

検索では大文字小文字が区別されません。

4. 検索の開始位置を特定するには、「開始場所」セクションからオプションを選択します 。

どのオプションを選択した場合でも、組織ツリーの詳細な検索が開始されます。検索の開始位置
には相違があります。ルートからの検索は組織ツリーの先頭から開始され、他の位置からの検索
はツリーのその位置から開始されます。

系統パスで任意のパス要素をクリックすると、検索の現在位置が選択したエンティティに変更
されます。

5. 「1 ページに表示される検索結果」リストボックスから、表示する結果数を選択します。

6. 「検索」ボタンをクリックします。

検索が完了すると、結果領域に検索結果を示した表が表示されます。

7. 別の検索を開始する場合、または現在の検索パラメータを消去する場合は、パラメータ領域にあ
る「リセット」ボタンをクリックします。
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検索結果の扱い方

検索の実行後、「検索」ウィンドウの結果領域に結果表が表示されます。この表は 3 列で構成されます。

 名前 : エンティティ名が示されます。

 タイプ : エンティティタイプが示されます。

 パス : エンティティまでのパスが示されます。パスの起点は、検索の開始地点です。

エンティティタイプ「ユーザー」を検索した場合、結果表に 4 つめの列として「ユーザー ID」が表示されま
す。

該当する列見出しの横の矢印をクリックすると、結果を並べ替えることができます。たとえば、タイプ
別に並べ替える場合は、「タイプ」列の横の矢印をクリックします 。

結果を表示するには、「名前」列で対応する名前をクリックします 。Configuration Manager のメインウィ
ンドウが前面に表示されます。コンテンツ区画にそのエンティティと関連付けられた設定ポリシーが表
示されます。ナビゲーション区画でもエンティティが青で強調表示されます。
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図 8 検索結果表



「ホスト (複数)」ページ

「ホスト (複数)」ページのエンティティに対応づけられた構成設定は、ホストベースの設定に使用し
ます。

クライアント側では、ユーザー名に基づいて、組織ツリーからユーザーベースの構成設定を取得し
ます。ホストベースの構成設定は、ユーザーが使用しているホストの IP またはホスト名に基づい
て、ドメインツリーから取得します。

ホストベースの構成設定を提供することによって、ネットワーク環境に依存する設定値を容易に
設定できます。代表的な例は、ユーザーベースの設定が 1 つあるが、それでは使用しているホスト
に応じた最適なプロキシ設定を使用できないローミングユーザーの場合などです。

「ホスト (複数)」ページには、「ドメインツリー」見出しと「ポリシーリポジトリ」見出しという名前
の、2 つのサブ見出しがあります。

「ドメインツリー」ページ

「ドメインツリー」には、ユーザーが作業を行うホストの構成設定が表示されます。「ホスト (複数)」
見出しをクリックすると、デフォルトで表示されます。
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図 9 「ホスト (複数)」ページ

図 10 「ドメインツリー」ページ



ドメインツリーのナビゲーションは、組織ツリーのナビゲーションと同様です。15 ページの「組織団体ツ
リーのナビゲーション」を参照してください。

「ドメインツリー」ナビゲーションテーブルのアクションバーには、「フィルタ」ドロップダウンメニュー
があります。メニュー項目は次のとおりです。

 「全項目」: 全タイプのエンティティが表示されます。

 「ドメイン (複数)」: タイプ ドメイン のエンティティが表示されます。

 「ホスト (複数)」: タイプ ホスト のエンティティが表示されます。

拡張フィルタ

「拡張フィルタ」アイコンをクリックすると、「拡張フィルタ」ウィンドウが表示されます。機能は組織ツリ
ーの拡張フィルタと同様です (16 ページの「拡張フィルタ」を参照)。ドメインツリーの拡張フィルタでは、
「ドメイン」と「ホスト」の 2 つのエンティティでフィルタ処理を実行できます。
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図 11 「拡張フィルタ」ウィンドウ



ドメインツリーの検索

「ドメインツリー」見出しの「検索」ボタンをクリックすると、「ドメイン検索」が表示されます。ドメ
イン検索の機能は、組織ツリーを検索する場合と同様です (17 ページの「検索」を参照)。

ポリシーリポジトリ

「ポリシーリポジトリ」見出しは、「ユーザー」見出しと「ホスト (複数)」見出しの両方の下にありま
す。

ポリシーリポジトリは、ユーザーポリシーグループまたはホストポリシーグループの一方のコン
テナです。ポリシーグループは、順序付けされたリストに編成されています。順序は、優先順位によ
り定義されます。
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図 13 「ポリシーリポジトリ」見出し

図 12 「検索」ウィンドウ



ポリシーグループテーブル

ポリシーグループテーブルはページの最上部に存在し、ポリシーグループを一覧表示します。この表は 3
列で構成されます。選択の列、「名前」、それに「優先度」です 。

選択列は、「ポリシーグループのアクション」ドロップダウンメニュー内のアクションを示す行にマーク
を付けるために使用します。

ポリシーグループのナビゲーション

ポリシーグループに移動するには、「名前」列で対応する名前をクリックします。選択した行の背景色が 青
に変わり、選択したポリシーグループに対応するデータが含まれるようにコンテンツ区画が更新されま
す。

「優先度」列には、ポリシーグループの優先順位が含まれています。管理者が 1 つのエンティティに複数の
ポリシーグループを関連付けている場合、ポリシーグループの結合順序の定義には、優先順位を使用しま
す。

背景が青の行は、現在コンテンツ区画でデータが表示されているポリシーグループを表します。
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図 14 ポリシーグループテーブル



ポリシーグループのアクションバー

ポリシーグループのアクション ドロップダウンメニューには次のアクションが含まれています。

名前 アクション

新規作成 ユーザーがポリシーグループの (固有の) 名前を入力する、ダイアログウィン
ドウが開く。「OK」をクリックすると、ポリシーグループが追加される。変更を
反映するため、ナビゲーション区画が更新される。

削除 ポリシーグループ (複数可) の削除を確認する警告メッセージが表示される、
ポップアップウィンドウが開く。ユーザーが「OK」をクリックすると、ポリ
シーグループが削除される。変更を反映するため、ナビゲーション区画が更新
される。

インポート ダイアログウィンドウが開き、ユーザーはインポートするポリシーグループ
(複数可) を選択する。「OK」をクリックするとポリシーグループが追加され、
変更を反映するためナビゲーション区画が更新される。

エクスポート ダイアログウィンドウが開き、ユーザーは選択したポリシーグループ (複数
可) のエクスポート先である宛先パスを入力する。

名前の変更 ダイアログウィンドウが開き、ユーザーはポリシーグループの新しい (固有
の) 名前を入力する。ポリシーグループの名前が変更され、変更を反映するた
めにナビゲーション区画が更新される。

優先度の編集 優先順位を変更するためのリストボックスが含まれる、ダイアログウィンド
ウが表示される。
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ポリシーグループの優先順位

ポリシーグループの優先順位の概念により、レイヤーの結合順序を定義することができます。あるエン
ティティに複数のポリシーグループが割り当てられている場合、結合時にポリシーグループの優先順位
が使用されます。このような場合、エンティティの階層を指定するだけではポリシーグループの結合順序
を決定することはできません。この問題は、ポリシーグループに優先順位を割り当てることで解決できま
す。

ポリシーグループの優先度ダイアログを表示するには、ポリシーグループのアクションドロップダウン
メニューから「優先度の編集」を選択します。

ポリシーグループの優先順位を変更するには、次の手順で行います。

1. リストからポリシーグループを選択します。

2. 「上へ」ボタンまたは「下へ」ボタンをクリックして、優先順位の上下を変更します。
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図 15 「ポリシーグループの優先度」ウィンドウ



コンテンツ区画

コンテンツ区画には、ナビゲーション区画で選択したエンティティまたはポリシーグループに関
連付けられたデータが表示されます。データは見出しページごとにまとめられており、コンテンツ
区画の最上部で対応する見出しをクリックすることによってアクセスできます。ナビゲーション
区画で行う選択により、コンテンツ区画で表示される見出しの数とタイプが決定します。

「ポリシー」見出しページがデフォルトのアクティブな見出しページです。選択の中に現在アク
ティブな見出しページが含まれる限り、ナビゲーション区画で選択を変更しても、現在アクティブ
な見出しページはアクティブなままになります。それ以外の場合は、「ポリシー」見出しページがア
クティブな見出しページになります。見出しページが再びアクティブになると、見出しページの内
部状態 (系統パス、並べ替え順序) は元に戻ります。

「ポリシー」見出しページ
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図 16 コンテンツ区画

図 17 「ポリシー」見出し



各「ポリシー」ページに「レポートの作成」ボタンがあります。このボタンを使用すると、レポート機能にア
クセスできます。詳細および手順は、33 ページの「レポート」を参照してください。

「ポリシー」ページには「ポリシー」テーブルがあり、「設定を空にする」ボタンが表示されます。このボタン
を使用すると、選択したエンティティの現在のポリシーに定義されている構成設定が、対応するサブポリ
シーを含めてすべて削除されます。このボタンをクリックすると、このアクションの結果についてユー
ザーに知らせる、モード警告ダイアログが最初に表示されます。

設定ポリシーツリーの各ルートエントリは、Mozilla などのアプリケーションを表します。アプリケー
ションの下のツリーは、そのアプリケーションに割り当てられた構成設定で編成されています。

系統パス

系統パスは、見出しの下にあるページの最上部に表示されます。系統パスは、設定ポリシーツリーの現在
の位置を表示し、その機能は、ナビゲーション区画内の系統パスと同じです (15 ページの「系統パス」の節
を参照)。

「ポリシー」テーブル

「サブグループ」テーブルは、系統パスの下にあります。このテーブルには、設定ポリシーツリーの現在位
置のサブグループが一覧表示され、2 列あります。「名前」と「コメント」です 。

「名前」列には、設定ポリシーツリーの現在位置の全サブツリーの名前が含まれています。名前はリンクと
して表示されます。

設定ポリシーツリーを移動するには、名前のリンクをクリックします。コンテンツ区画が更新され、系統
パスが設定ポリシーツリーの新しい場所を示します。さらに「ポリシー」テーブルが表示されます。

「コメント」列には、サブグループの簡単な説明が含まれています。

第  3  章     使用法    27

図 18 「ポリシー」テーブル



ポリシー

ポリシーの設定はコンテンツ区画の「ポリシー」ページに表示されます。

データは、テーブル形式で表示されます。テーブルは 4 列からなります。選択アイコンが表示され
る選択列、「ステータス」列、「名前」列、および「値」列です。テーブルのアクションバーにはドロッ プ
ダウンアクションメニューがあります。

要素に対してアクションを実行するには以下の手順を行います。

1. 該当する要素の選択列で「チェックボックス」を選択します。

2. 「ポリシーのアクション」ドロップダウンメニューからアクションを選択します。全アクション
の説明の表を、次に示します。

アクション 操作

保護 選択した要素を保護対象に設定する。

保護解除 選択した要素の保護を削除する。

デフォルトの適用 アプリケーションのデフォルトを使用する。

設定を空にする 現在のエンティティの要素内に格納されているデータを削除する。
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図 19 「ポリシー」ページ



要素名の左側には 2 つのアイコンがあり、その要素のステータスを表示します。次の表は、アイコンとそ
の機能の概要を説明したものです。

アイコン 意味 操作

このアイコンは、要素の値が組織ツリーのこのレベルで設定
されたことを表す。

―

このアイコンはリンクでもあり、要素の値が組織 (またはド
メイン) ツリーのより上位のレベルで設定されたことを表
す。ユーザーに表示される値は、組織内でのレイヤー (つまり
エンティティレベル) の結合の結果である。

アイコンをクリックする
と、その値が設定された場
所に移動する。

このアイコンは、要素の保護が組織 (またはドメイン) ツ
リーのこのレベルで設定されたことを表す。保護は、組織ツ
リーと設定ポリシーツリーの両方に渡って継承される。

―

このアイコンはリンクでもあり、要素の保護が組織 (または
ドメイン) ツリーのより上位のレベルで設定されたことを表
す。この要素または項目の保護は、組織内でのレイヤー (つま
りエンティティレベル) の結合の結果である。

このアイコンをクリックす
ると、ユーザーは保護が設
定された場所に移動する。

データ値は、「値」列の値を変更することで変更できます。値の変更だけでなく、ステータスの変更も保 存
する必要があります。保存するには、 「保存」ボタンをクリックします。

セット

通常、「ポリシー」見出しページの内容と構造は静的なので、特定のサブグループでは特性とセクション の
数が規定されていて、ユーザー側では変更できません。大部分の管理作業に不都合はありませんが、アプ
リケーションによっては項目リストを管理するので、ユーザー側で項目を追加したり削除したりできま
す。Configuration Managerの場合は、同様の機能を提供するために「セット」があります。セットによっ
て、ユーザーは実行時に特性の追加または削除が可能です。

セットに要素を追加するには、次の手順で行います。

1. 「新規作成」ボタンをクリックします。

2. ダイアログからは、新しい要素の名前を入力できます。その要素が追加され、メインウィンドウが更新
されます。

3. メインウィンドウでは、その新しい要素を編集できます。

4. 変更を永続的なものにするには、 「保存」ボタンを明示的にクリックする必要があります。

セットから要素を削除するには、要素を選択して「削除」ボタンをクリックします。
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図 20 新しい特性の追加



1 つのセットに 1 つ以上のセットを含めることもできます。セットを編集するには、リストのセッ
ト名をクリックします。

「ポリシーグループ」見出しページ

ナビゲーション区画でエンティティが選択されている場合、コンテンツ区画に「ポリシーグルー
プ」見出しページが含まれます。この見出しページでユーザーは、選択されているエンティティに
対してポリシーグループを追加したり削除したりできます。

左側のリストに、現在エンティティに割り当てられていない、利用可能なポリシーグループが表示
されます。右側のリストには、現在エンティティに割り当てられているポリシーグループが表示さ
れます。1 つ以上の項目を選択することによって、管理者はエンティティに対してポリシーグルー
プの追加または削除ができます。

ポリシーグループの追加と削除

左側の「選択可能」リストに表示されているポリシーグループを追加するには、次の手順で行いま
す。

1. 「選択可能」リストから、エンティティに追加するポリシーグループを 1 つまたは複数選択しま
す。

2. 「追加」ボタンをクリックして、選択したポリシーグループを、右側の「選択」リストに追加しま
す。

3. 「保存」をクリックして、新しい割り当てを保存します。

エンティティからポリシーグループを削除するには、次の手順で行います。

1. 「選択」リストで、エンティティから削除するポリシーグループを 1 つまたは複数選択します。

2. 「削除」ボタンをクリックして、選択したポリシーグループを削除します。

3. 「保存」をクリックして、永続的な削除にします。

「すべてを追加」ボタンまたは「すべてを削除」ボタンをクリックすることによって、選択したエン
ティティに対してすべてのポリシーグループを追加または削除することもできます。
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図 21 「ポリシーグループ」見出しページ



「割り当て先」見出しページ

ナビゲーション区画の「ポリシーリポジトリ」見出しページでポリシーグループが選択されている場合、
コンテンツ区画には「割り当て先」見出しページが含まれます。「割り当て先」ページには、選択したポ リ
シーグループの割り当て先であるすべてのエンティティが表示されています。

「割り当て先」見出しページに対して実行できるアクションは、次のとおりです。

 「削除」ボタンは、選択したエンティティ (複数可) と、ナビゲーション区画で選択したポリシーグルー
プとの間の関連付けを解除します。

 「選択」列を使用して、削除する行を選択します。

 「名前」列のエンティティをクリックするとナビゲーション区画が更新され、クリックしたエンティ
ティが、ナビゲーション区画で背景が青のエンティティになります。

 「タイプ」列には、エンティティのタイプが表示されます。エンティティは「組織」、「ユーザー」、また は
「役割」のいずれかのタイプにすることができます。

 「パス」列には、組織ツリーまたはドメインツリー内のエンティティまでのパスが表示されます。
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図 22 「割り当て先」見出しページ



「役割」見出しページ

ナビゲーション区画でタイプ「ユーザー」のエンティティを選択し、そのユーザーが少なくとも 1
つの役割のメンバーである場合、コンテンツ区画には「役割」見出し ページが含まれます。「役割」
ページには、選択したユーザーがメンバーであるすべての役割が表示されます。

このページには、「名前」および「パス」の 2 つの列があります。「名前」には役割の名前が含まれ、「 パ
ス」には役割への絶対パスが含まれています。

「ユーザー」見出しページ

ナビゲーション区画で役割が選択されていて、なおかつその役割が 1 以上のユーザーに割り当て
られている場合、コンテンツ区画には「ユーザー」見出しページが含まれます。「ユーザー」ページに
は、選択した役割のメンバーであるユーザーがすべて表示されます。

「ユーザー」テーブルには列が 2 つあります。「名前」および「パス」です。「名前」列にはユーザー名が
含まれ、「パス」列にはそのユーザーへの絶対パスが含まれます。絶対パスが表示されるのは、現在
のエンティティの下にはないメンバーが役割に割り当てられている可能性があるからです。
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図 23 「役割」見出しページ

図 24 「ユーザー」見出しページ



レポート
レポートは、データを含むすべての構成設定の、読み取り専用ビューです。レポートを呼び出すには、「レ
ポートの作成」ボタンをクリックします。 「レポートの設定」ダイアログが表示されます。

「レポートの設定」ダイアログを使用すると、次のカスタマイズが可能です。

 いずれのツリー (組織ツリーとドメインツリーの一方または両方) を対象とするか (「レポートに使

用」)

 作成するレポートでいずれの列を表示するか (「ステータスパス」と「説明」を無効にできます)

レポートの作成
1. コンテンツ区画の該当するウィンドウで、 「レポートの作成」ボタンをクリックします。

「レポートの設定」ダイアログが表示されます。

2. 次のオプションの設定をカスタマイズします。

「組織団体ツリー」テキストフィールドには、ナビゲーション領域で現在選択されている組織のメン
バー (組織、ユーザー、または役割) への絶対パスを指定します。

「ドメインツリー」テキストフィールドには、ナビゲーション領域で現在選択されているドメインメン
バー (ドメインまたはホスト) への絶対パスを指定します。

「レポートに使用」領域のラジオボタンを使用して、レポートで使用する構成設定を指定します。組織
ツリーのメンバーの構成設定、ドメインツリーのメンバーの構成設定、または2 つの設定の組み合わせ
を使用できます。後者の主な用途は、管理者がマシン「b」でユーザー「a」の設定を表示できるようにす
ることです。ラジオボタングループのデフォルトの選択状態は、ナビゲーション区画で選択した見出
しによって異なります。「ユーザー」見出しを選択した場合、デフォルトで「組織団体ツリーの設定」が
選択されます。「ホスト」見出しを選択した場合、デフォルトで「組織団体ツリーの設定」が選択されま
す。
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図 25 「レポートの設定」ダイアログ



コンテンツ区画の「ポリシー」見出しページにポリシーグループの構成設定が表示されていると
きに、「レポートの作成」ボタンをクリックした場合、上記のユーザーインターフェース要素はど
れも表示されません。他のメンバーと組み合わせたポリシーグループのレポートを作成しても無
意味だからです。ポリシーグループのレポートには、必ず、選択したポリシーグループに基づいた
構成設定のみが含まれます。

チェックボックスの「ステータスパス」と「説明」を使用して、「レポート」ウィンドウの「ステー タ
スパス」列と「説明」列の表示を切り替えます。

3. 「レポートの作成」ボタンをクリックして、「レポートの設定」ダイアログを閉じます 。

カスタマイズの完了後、レポートをクリックすると、選択したデータの読み取り専用ビューが表
示されます。

「レポート」ウィンドウ

「レポート」ウィンドウは、保存と印刷が簡単にできるように最適化されたブラウザウィンドウで
す。したがって、レポートページではイメージは使用されません。
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図 26 「レポート」ウィンドウ



レポートの主要な要素は次のとおりです。

 メインヘッダー

 環境情報

 目次

 構成設定が指定されたテーブル

メインヘッダーには、「レポー ト -」の文字列に続いて、そのレポートを作成するために使用された組織と
ドメインのメンバー名が表示されます。

環境情報には、使用された組織/ドメインメンバー、作成者、作成日、バックエンドタイプ、ホストとその位
置、さらに開始サブグループが含まれます。

目次には、このレポートの構成設定が含まれているテーブルを示すリンクがコンパクトに並べられます。

構成設定が含まれるテーブルは、サブグループ単位にまとめられます。表示されるのは、該当する組織ま
たはドメインのメンバーの構成設定が 1 つ以上含まれるサブグループだけです。各テーブルには、番号、
サブグループ名、サブグループの位置を示したタイトルが付けられます。番号はサブグループの位置を表
します。レベルごとに追加番号が表示されます。各番号の値は、そのレベルに指定されているサブグルー
プの数を表します。

表そのものは次の列で構成されます。

 「名前」: 構成設定の名前が示されます。

 「値」: 構成設定の値が示されます。

 「ステータス」: 構成設定のステータスが示されます。表示される文字列は 2 種類、「定義済み」また は
「保護」です。「定義済み」は、この構成設定に値が与えられていることを意味します。「保護」は、下位レ
イヤーでは変更できない構成設定であることを意味します。構成設定に値が与えられている場合は、
つねに「定義済み」ですが、構成設定は値を与えなくても保護できます。

 「ステータスパス」(任意) : ステータスが設定されたパスが示されます。

 「説明」(任意) : 構成設定の簡単な説明が示されます。

読みやすくするために、奇数行の背景は明るい色になります。各テーブルの後ろに「トップに戻る」リンク
が表示されます。このリンクをクリックすると、目次が再表示されます。
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ポリシーパッケージ
マストヘッドの「ポリシーパッケージ」リンクをクリックすると、新しいダイアログ ウィンドウが
表示されます。

「ポリシーパッケージ」ウィンドウには、現在インストールされているポリシーパッケージが表示
されます。Configuration Manager には、StarSuite、Evolution、Mozilla および Gnome の、4 つのイ
ンストール済みパッケージが付属します。このダイアログウィンドウを使用すると、ポリシーパッ
ケージのインストール/アンインストールを行うことができます。ポリシーパッケージには、設定
ポリシーのテンプレート、ユーザーインターフェースをローカライズするためのリソース ファイ
ル、および HTML ヘルプファイルが含まれています。

3 列からなるテーブルが 1 つあります。選択列、「名前」、それに「日付の追加」です。選択列は、ア ク
ションバーに表示されるアクションの適応対象である、1 つまたは複数の行の選択に使用します。
「名前」列には、インストールされたポリシーパッケージの名前が含まれています。デフォルトで
は、インストール時に Agent Configuration パッケージを含めて 5 つのパッケージが組み込まれま
す。「日付の追加」列には、インストールの日付および時刻と、データの基準であるタイムゾーン が
含まれています。日時の形式は、ロケールによって異なります (02/24/2003、24.02.2003 など)。

ポリシーパッケージのインストール
「サーバーからインストール」ボタンをクリックすると、サーバーのファイルシステムからインス
トールするパッケージファイルの位置を指定する、「サーバーファイルからポリシーパッケージを
インストール」ダイアログが表示されます。

「クライアントからインストール」ボタンをクリックすると、クライアントのファイルシステム上
のパッケージの場所を示すパスを入力できる、「ローカルファイルからポリシーパッケージをイン
ストール」ダイアログが表示されます。

これら 2 つのダイアログのいずれかで有効な場所を指定し、アクションを確認した後、これらのダ
イアログは閉じられ、パッケージがインストールされます。インストールに成功すると、パッケー
ジはポリシーパッケージのテーブルに表示されます。
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図 27 「ポリシーパッケージ」ウィンドウ



ポリシーパッケージをアンインストールする場合は、「アンインストール」ボタンをクリックします。選択
したポリシーパッケージの削除を確認するダイアログが表示され、「選択」列で選択したポリシーパ ッ
ケージのアンインストールを反映させて、パッケージテーブルが更新されます。

ログアウト
マストヘッドの「ログアウト」リンクをクリックし、Configuration Manager セッションを終了します。

ヘルプ
ナビゲーション時には、いつでも次の 3 種類のヘルプを利用できます。

 メインヘルプには、マストヘッド右上の「ヘルプ」リンクをクリックしてアクセスします。独立したブ
ラウザウィンドウが表示されます。

コンテンツ区画内で移動する場合、ヘルプ機能はコンテキスト型です。「ヘルプ」をクリックすると、現
在の見出しページに対応するセクションまで、ヘルプページがスクロールされます。

 インラインヘルプを利用すると、作業中の特定の項目について、簡単な説明が得られます。説明は各
ページの最上部に表示されます。

インラインヘルプは必要に応じて、構成設定の説明や使用できる値のタイプも提供します。

 すべてのグラフィカルイメージとリンクは、下に ツールチップ (ツールのヒント) が表示されます。

ツールチップ を表示するには、イメージまたはリンクの上にマウスを置きます。
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図 28 「ヘルプ」ウィンドウ





4 付録

使用事例

背景
国際的な企業である Magic Insurance, Inc. は、社内のデスクトップ環境全体を Windows NT から
Java Desktop System (JDS) の Gnome デスクトップに移行させることにしました。この会社はさら
に、主要なワープロを Microsoft Word から StarSuite Writer に、主要なブラウザアプリケーション
を Internet Explorer から Mozilla に切り替えたいと考えていました。

会社の IT 管理者である John ができるかぎり簡単に移行できるように作業を監督します。John は
移行支援として、JDS が提供する Configuration Manager を使用することにしました。John は手始
めに、Configuration Manager で対処すべき社内の 3 つの問題を検証しました。

 Customer Care Center (CCC) 部門の責任者の要望に答えて、CCC の社員がコンピュータゲー
ムを起動できないようにします。

 各部門に「専門家」と「初心者」のサブディビジョンを作り、それぞれに異なる構成設定を用意し
ます。このサブディビジョンには、経験豊富な社員と新入社員がそれぞれ含まれます。

 世界各地にひんぱんに出張しなければならない Company Serivces Center (CSC) の社員に、ソ
リューションを提供します。
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シナリオ 1

作業 ― アプリケーションの起動を禁止する

John は CCC の社員がコンピュータゲームを起動できないようにしたいと考えています。

ソリューション ― アプリケーションの機能をロックする

Configuration Manager で、会社の LDAP ツリーの CCC 組織に、CCC 部門で働く社員の名前が登
録されています。John は Gnome の「アプリケーションの起動制限」機能を利用して、「使用でき る
アプリケーション」リストからあらゆるゲームを削除することにしました。

社員は各自のクライアントマシンでこの設定を変更できるので、John は CCC 組織で設定を保護す
ることにしました。その結果、この設定は CCC 組織の全メンバーに対して読み取り専用になりま
す。

手順

1. ナビゲーション区画で「ユーザー」見出しをクリックし、「組織団体ツリー」で「CCC」を検索しま
す。

2. 「CCC」組織の横の「アクション」列で、 「表示」をクリックします。

3. コンテンツ区画で、「ポリシー」見出しをクリックし、「Gnome 2.2」をクリックし、さらに「封鎖」
をクリックします。

4. 「アプリケーションの起動」を選択します。

5. 「使用できるアプリケーション」を選択します。

6.「使用できるアプリケーション」のテキストボックスで、ゲームを選択し、「削除」をクリックしま
す。

7. 対応するチェックボックスをマーキングすることによって、「使用できるアプリケーション」を
選択します。

8. 「封鎖のオプション」列の最上部にある「ポリシーのアクション」ボックスで、「保護」を選択しま
す。

9. 「保存」をクリックします。
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シナリオ 2

作業 ― 分散されたプロファイルを管理する

各部門に「Experts (専門家)」と「Novice Users (初心者)」のサブディビジョンを作り、それぞれに異なる構
成設定を用意することにしました。

ソリューション ― 新しいポリシーグループを作成して設定する

John は「Novice」と「Expert」という 2 つのポリシーグループを作成することにしました。さらに、各ポリ
シーグループに値を設定し、各グループをそれぞれのサブディビジョンに割り当てます。こうすれば、一
方のポリシーグループをあとで変更したとしても、ポリシーグループが割り当てられている サブディビ
ジョン のすべてに、変更が自動的に適用されます。John はサブディビジョンからポリシーグループを削
除することもできます。

John が初心者に対して無効にしなければならない機能は 3 つあります。「ツール」メニューの「設定」と「 オ
プション」というサブメニュー、それに StarSuite のマクロを実行する能力です。

使用できるコマンドの全リストについては、 『StarSuite 管理ガイド』の付録を参照してください。

手順

「Novice」ポリシーグループに値を設定する手順は、次のとおりです。

1. ナビゲーション区画で、「ユーザー」見出しをクリックし、続いて「ポリシーリポジトリ」をクリックし
ます。

2. 「ポリシーグループのアクション」ボックスで「新規作成」を選択します。

3. テキストボックスに Novice を入力し、 「OK」をクリックします。

4. コンテンツ区画で、「ポリシー」見出しをクリックし、「StarSuite 7」をクリックし、「StarSuite」をクリッ
クし、さらに「セキュリティ」をクリックします。

5. 「マクロの実行」を選択し、 「値」ボックスで「しない」を選択します。

6. 「保存」をクリックします。

7. 「ポリシー」、 「StarSuite 7」、「拡張」、「コマンドを無効にする」の順に移動します 。

8. 「コマンドリスト」テーブルで「新規作成」をクリックします。

9. テキストボックスに「ConfigureDialog」を入力し、 「OK」をクリックします。

10.「コマンドリスト」テーブルで「新規作成」をクリックします。

11.テキストボックスに「OptionsTreeDialog」を入力し、 「OK」をクリックします。

12.ナビゲーション区画の組織ツリーで「Novice ユーザー」を検索します。

13.「Novice ユーザー」組織の横の「アクション」列で、 「表示」をクリックします。

14.コンテンツ区画で、「ポリシーグループ」見出しをクリックし、「Novice」をクリックし、さらに「追加」を
クリックします。

15.「保存」をクリックします。
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ポリシーグループ「Novice」を追加すべき「Novice ユーザー」のサブディビジョンごとに、12 から
15 までの手順を繰り返します。

「Expert」ポリシーグループに値を設定する手順は、次のとおりです。

1. ナビゲーション区画で、「ユーザー」見出しをクリックし、続いて「ポリシーリポジトリ」をクリッ
クします。

2. 「ポリシーグループのアクション」ボックスで「新規作成」を選択します。

3. テキストボックスに Experts を入力し、 「OK」をクリックします。

Experts の設定値はデフォルトなので、必要な手順はこの 3 つだけです。
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シナリオ 3

作業 ― ローミングユーザーにソリューションを提供する

ユーザーがログインするホストに応じて、Mozilla ブラウザのプロキシ設定を変えます。たとえば、北米の
ホストで稼働しているブラウザには、ヨーロッパのホストで稼働しているブラウザとは異なるプロキシ
設定が必要です。

ソリューション ― プロキシの設定値を変更する

このシナリオでは、ユーザー名に基づいて Mozilla のパーソナル設定を保存し、ホスト固有の値は IP ベー
スの設定として保存します。どちらも中央 LDAP サーバーに保管します。さらに、LDAP ツリーにはすで
に「North America」ドメインと「Europe」ドメインが含まれており、対応するホストがそれぞれのドメイ
ンメンバーとして登録されています。John は、使用するホストに応じて、これら 2 つのドメインの
Mozilla について、プロキシの設定を変更するのが最良のソリューションだと考えました。

手順

1. ナビゲーション区画で、「ホスト (複数)」見出しをクリックし、ドメインツリーで「North America」を検
索します。

2. 「North America」ドメインの横の「アクション」列で、 「表示」をクリックします。

3. コンテンツ区画で、「ポリシー」見出しをクリックし、「Mozilla 1.4」をクリックし、「拡張」をクリック
し、さらに「プロキシ」をクリックします。

4.「システムのプロキシの設定を使用する」行の「値」列で、「Enable」チェックボックスの選択を解除しま
す。

5. 「インターネットにアクセスするためのプロキシの設定」行の「値」列で、「手動プロキシ設定」を選択 し
ます。

6. 「HTTP プロキシ」行の「値」列で、 「proxy.NorthAmerica.com」を入力します。

7. 「HTTP ポート」行の「値」列で、 「8080」を入力します。

8. 「保存」をクリックします。

プロキシ名「proxy.Europe.com」と HTTP ポート「9090」を使用して、「Europe」ドメインに関して 1 から 8
までの手順を繰り返します。

必要であれば、プロキシの設定を保護することによって、設定の変更を禁止することもできます。
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用語集
A

APOC (A Point Of Control) : Sun Java™ Desktop System Configuration Manager の社内コード
名。

C

Configuration Manager Agent : ネットワーク上の管理対象資源に配置されるモジュール。設定ポ
リシーの要求およびキャッシュが可能です。

L

LDAP : Lightweight Directory Access Protocol (LDAP)。LDAP は TCP/IP 上で動作するディレク
トリサービスプロトコルです。LDAP の詳細は、RFC 1777 の「The Lightweight Directory Access
Protocol」で定義されています。

え

エージェント :「Configuration Manager Agent」を参照。

エンティティ : 設定データを割り当てることのできる論理オブジェクト。Configuration Manager
が認識するエンティティの例は、ユーザー、役割/グループ、組織などです。

け

結合 : クライアントは設定データを要求するときに、エンティティのコンテキスト (ユーザー、役
割、組織など) に従って要求します。エンティティにデータを提供するには、設定クライアントがま
ずレジストリレイヤーから関連データを読み込み、コンテキストに従ってエンティティに属すレ
イヤーに到達するまで、順番にレイヤーのカスタマイズを適用していきます (組織の階層構造を使
用してレイヤーとその優先順位を判別します)。クライアントは役割/グループとユーザーのエン
ティティを意識するだけですみます。

せ

設定ポリシー : Configuration Manager とその中心製品の動作を制御するルールまたは 1 組の
ルール。

設定ポリシーグループ : 設定ポリシーグループは設定ポリシーで構成され、組織、グループ、ユー
ザー、またはホストと結合させることができます。設定ポリシーグループは設定ポリシーリポジト
リに保管されます。

設定ポリシーテンプレート (CPT) : ポリシーを形成する構成設定のデータ保管場所、データを表示
するユーザーインターフェースの説明、そのデータの制約を集めたものが収められている XML
ファイル。

設定ポリシーリポジトリ : 設定ポリシーグループを保管するコンテナ。

ほ

ポリシー : 「設定ポリシー」を参照。
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